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研究成果の概要（和文）：児童養護施設における性的問題とその対応についての実態を把握することを目的に、
13施設に対し性的問題の概要および当事者の情報についての調査を実施した。過去3年間に生じた性的問題は58
件で、不適切な性的発言からレイプまで多様な内容で、加害児童は小学校高学年男子に多く、被害児童は小学校
低学年女子に多かった。「日常的な暴言・暴力」「高い衝動性」｢強い支配性」は加害児童に多く、｢従順で流さ
れやすい」｢排泄、排尿の問題」は被害児童に多かった。次に、過去の調査結果と比較したところ、発覚した問
題の傾向に違いが見られない一方で、問題発覚後の対応が年を経てスピーディに行えるようになってきたことが
示唆された。

研究成果の概要（英文）：To reveal the actual conditions of sexual problems and its interventions in 
child welfare institutions, we conducted a fact-finding survey about the outline of a problem and 
person concerned's information to 13 institutions. 
The sexual problem which has formed in the past for 3 years was 58 and was the various contents from
 an improper sexual remark to a rape, and the elementary school boy of upper grades had a lot of 
offending children, and an elementary school girl of lower grades had a lot of damage children. An 
offending child has a lot of "Everyday irresponsible utterance and violence" "Expensive saccadic""
Strong rule", on the other hand a damage child had a lot of "Obedient""Problems of discharge and 
urination".Next when it was compared with survey result in the past, the difference wasn't seen by 
the tendency of the detected sexual problem, but the thing which can have performed now 
correspondence after problem detection speedily compared with before was suggested.

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1)児童養護施設における性的問題への注目 
 
児童養護施設では、虐待やネグレクトとい

った不適切な養育を受けて入所した子ども
達が呈する様々な問題への対応に苦慮して
いる。中でも性的問題への対応は困難を極め
るが、性暴力のような深刻な性的問題の発覚
は施設の存続に関わるスキャンダルにもな
りかねないため、タブーとされてしまう風潮
が今も存在している。そのような中、海野・
杉山(2007)は地方の一施設における入所児童
間の性加害被害の状況について、定員 35 名
中、加害・被害のいずれにも関与していない
児童がわずか 2 名だったという報告をし、施
設における性的問題の蔓延状況に警鐘を鳴
らした。そして「施設内性虐待対応マニュア
ル」(杉山ら,2008)を先駆けて作成し全国の施
設に配布した。 
マニュアルでは、施設における性的問題の

蔓延・連鎖は、家庭で性的虐待を受け入所し
た子どもの性的トラウマの再現性によるも
のと、施設内に伝統的に引き継がれてきた性
を介した暴力・支配―被支配の文化によるも
のとが混在している状況下で生じていると
指摘されているが、施設における性的問題が
子どもの抱える問題としての側面だけでな
く、施設という環境の問題としての側面も持
っていることを指摘している点で重要であ
る。しかしながら、この指摘は杉山らの臨床
経験に基づく指摘であり、児童養護施設にお
ける性的問題の実態が指摘の通りなのかど
うかについては、調査によって実証的に裏づ
けていく必要がある。 
 
(2)児童福祉施設における性的問題に関する
研究の動向 
 
 海野・杉山の報告以降、施設内虐待の一側
面として性的問題を取り上げ施設内虐待発
覚後の再建と予防について述べた論考(星
野,2009)など、施設内の暴力や性的問題に触
れた研究は徐々に増えてきている。調査研究
についてもいくつか研究が行われているが、
施設で生じる性的問題の実態、全体的傾向を
明らかにしようとした研究はみられない。岡
本(2009-2011)らは性的虐待を受けて入所し
た子どものケアのためのガイドライン策定
にあたって、性的虐待を受けて入所した子ど
もと性暴力被害を受けた子どもへのケアに
関する調査を実施しているが、調査では性的
問題を中心には扱っておらず、ケア体制に関
する質問が中心的となっている。また、滝川
ら(2012,2013)は情緒障害児短期治療施設に
入所する子どもを対象として、性的問題の様
相と対応に関する全数調査を実施している
ものの、問題性が高い性加害については、任
意に報告された個別事例の分析と、件数の報
告のみに留まり、施設ではどういった性的問

題がどの位起きているのかといった全体的
傾向には触れていない。また、児童養護施設
との相違を踏まえて調査結果を理解する必
要もある。 
 
(3)申請者らによる児童養護施設における性
的問題に関する実態調査による知見と課題 
 
 申請者らは 2009 年に施設内での性的問題
の概要を明らかにする目的で、協力が得られ
た 11 施設を対象に、過去 5 年の間に起きた
性的問題に関する調査を実施した(以下、
2009 年度調査)。 
主な結果として、5 年間に 11 施設で約 100

件の性加害が発覚したこと、加害児童は男子
小学高学年が多いのに対し被害児童は女子
小学低学年が多いこと、発覚した性的問題の
種類は性的に不適切な発言からレイプに至
る幅広い分布を示したこと、発覚経緯の約 8
割が子どもからの訴えによるものだったこ
と、加害発覚後も約 6 割の加害児童が被害児
童と同じ生活空間に残っていたこと、被害児
童の約 3割が後に加害児童としてもカウント
されたこと、加害児童と被害児童が 1 対 1 の
状況で行われた加害と集団状況で行われた
加害とでは異なった特徴が見られたこと等
が明らかとなった。質問紙の項目を網羅的に
設定したことで、児童養護施設で生じる性的
問題に関する様々な知見を新たに得られた
ものの、対象施設が少ないことや、データの
出所としてあたった過去の記録の保存状態
について、施設間格差が窺われたことなどか
ら、この結果を児童養護施設で起きる性的問
題に共通する特徴として見なすには限定的
なものであること等が課題となった。 
 
２．研究の目的 
 
児童養護施設で生じる性的問題は、タブー

とされがちなこれまでの風潮も手伝って、対
応困難なものとなっている。杉山ら(2008)は、
施設における性的問題の蔓延は、家庭で性的
虐待を受け入所した子どもの性的トラウマ
の再現性によるものと、施設に伝統的に引き
継がれてきた性を介した支配―被支配の文
化によるものとが混在している状況下で生
じていると指摘しているが、臨床経験に基づ
く指摘であり、調査によって実証的に裏付け
られる必要がある。 
そこで本研究では、①申請者らが 2009 年

に実施した性的問題に関する実態調査(2009
年度調査)について、実施上の課題を明らかに
したうえで再調査を実施し(2015 年度調査)、
②2015年度調査と2009年度調査の結果の比
較考察を行い、児童養護施設における性的問
題の実態を多面的・実証的に検討していくこ
とを目的とする。 
 



３．研究の方法 
 
(1)2009 年度調査を実施した際の課題を明ら
かにし、修正したアンケートを用いて下記の
スケジュール、内容にて調査を実施した。
(2015 年度調査) 
【調査対象、期間】 
協力が可能な施設［13 施設］において、

2012 年 4 月～2015 年 3 月(過去３年間)に発
覚した性的問題について調査した（2014 年
12 月～2015 年 10 月調査実施）。 
【調査内容】 
・性的問題の概要 (発覚日時、問題の内容、
発覚の経緯、行なった対応等) 
・当事者（加害/被害/加害被害どちらも関わ
る児童）の情報（在園年数、問題行動、精神
症状、生理的機能等） 
 
(2) 2009 年度調査（11 施設において、2004
年 4月～2009 年 3月に発覚した性的問題）と
2015 年度調査（13 施設において、2012 年 4
月～2015 年 3月に発覚した性的問題）におけ
る、問題の概要、当事者のプロフィールにつ
いて比較を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1)2015 年度調査の結果 
①調査実施上の課題の修正 
 2009 年度調査の実施上の課題を検討した
ところ、第 1に、アンケートに記入された内
容が記入者の施設状況の把握の程度に左右
されやすく、数値が実態を正確に反映してい
るかわからないという数値の正確性の問題
で、記入者を（状況をより把握する立場であ
る）主任級の職員に可能な限り依頼すること
で対処することとした。第 2に性的問題の性
質上「何人の児童がどれ位の期間どのように
関与しているか」を特定する基準が曖昧であ
るという、性的問題の定義を巡る問題が挙げ
られた。発覚した性的問題の規模については、
例えば、職員が場面を直接目撃した場合の方
が児童の話から発覚した場合に比べてより
事実として特定がしやすいといったように、
事実としての特定が容易なものと困難なも
のとに分類することとした。また、性的問題
は当事者を加害児童／被害児童と明確に区
別することが難しい場合が少なくないとい
う結果を受けて、加害でも被害でもある児童
という項目を新設した。 
 
②性的問題の発覚件数、当事者の人数 
 調査対象施設 13 施設において過去 3 年間
に発覚した性的問題の件数は 58 件にのぼっ
た(表 1)。加害児童と被害児童はともに 60 名
弱とほぼ同数だが、男女比は異なっており、
加害児童では 3：1、被害児童では 2：3 と加
害児童は男子が多く、被害児童は女子が多い
という傾向が窺えた。また、被害でも加害で
もある児童は 17 名と全体の 3割となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③当事者の年齢分布 
 当事者(加害児童、被害児童、加害でも被
害でもある児童)の年齢分布を表２～４に示
す。加害児童と被害児童は 1.4 歳の年齢差が
あるが、いずれも就学前、思春期前後に山が
ある二峰性の傾向を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④問題の発覚 
 表 5が問題が発覚するまでに要した期間を
示したもので、表 6が発覚の経緯及び当事者
の話の一致の程度を示したものである。性的
問題が１回で終わらず繰り返されたもの（グ
ラフ内赤系統の配色）が半数を上回っていた。
また、性的問題として把握したものの約９割
が、内容が一致しており、把握された性的問
題の大部分の事実性が担保されているとみ
なせると思われた。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
⑤性的問題の内容 
 発覚した性的問題の内容を表７に示す。性
的問題の内容の上位３位（赤棒）は「プライ
ベートゾーンを触る」「性的な遊び」「他児の
衣服を脱がす」だった。 
 
 
 
 
 
 
 
５．主な発表論文等 
 
 
 
⑥発生場所 
 性的問題が発生した場所を表 8に示す。発
生場所の７割は、居室、風呂、トイレといっ
た職員の目の届きにくいプライベートな空
間だった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦性的問題発覚後の対応 
 性的問題が発覚した後実施された取り組
み上位 5位について、緊急対応（発覚直後～
1週間）、短期対応（1週間～1か月）、中期対
応（1 か月～3 か月）、長期対応（3 か月～1
年、数年）といった時期別でどのように実施
されたかを示したものが表 9である。 
「緊急対応」ではまず当事者への事実確認、
関係機関に連絡を取ったのち、「短期」です
でに当事者への性教育が実施されるように
なっている。また、問題発覚後しなければな
らないケースワーク的な対応と並行して当
事者へのケアをすすめることができている
ことが窺えた。 
その後、再発防止に向け勤務体制の見直し

や研修、全児童対象の性教育や CAP が「長期」
にかけて実施される、といった経過をたどっ
ている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧当事者の特徴 
 加害児童、被害児童、加害でも被害でもあ
る児童それぞれにどのような特徴があるか
について、あてはまる項目の比率でそれぞれ
を比較したものが表 10 である。 
いずれの当事者にも共通して「自己評価が

低く」「言語表現が苦手」「距離が不適切」で
あった。しかし、加害児童のみ「他児、職員
への日常的な他児への暴言・暴力」、「衝動性
高い」「支配性強い」が高くなっていた。一
方、被害児童と被害／加害児童は同じような
傾向を示しているものの、「従順で流されや
すい」「排泄、排尿の問題」は被害児童に高
く出る傾向がみられていた。 
なお、性被害の履歴、発達障害の有無につ

いては加害児童、被害児童であまり差はみら
れなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨まとめ 
 今回の調査では、以下のようなことが明ら
かとなった。 
 調査施設(13 施設)において 3 年間で 50 件
をこえる性的問題が生じており、当事者の 3
割が加害でも被害でもある児童であった。ま
た、男子が加害児童となる場合が多いが、被
害児童は男女同程度となり、当事者の年齢が
思春期前後と就学前の2峰を示す傾向にあっ
た。問題の種類は不適切な性的発言からレイ
プまで幅広いが、特に、プライベートゾーン
を触る、他児の衣服を脱がす、性的な遊びと
いった距離感の問題を背景とする問題が多
かったと言える。これらは施設における性的
問題の特徴と考えられた。 
施設側の対応については、約 3割の問題が

職員によって発覚しており、職員の奮闘が窺
えるが、発覚までに一定期間を要し複数回続
いた性的問題が半数を超え、性的問題を見つ
けることはやはり難しいと言える。発覚後の



対応については、事実確認やケースワーク的
対応と並行してケースワーク的な対応がな
されており、問題への対応ができていると考
えられた。 
当事者の特徴について、浅野(2014)は性的

問題行動を起こした児童の背景要因として
「子どもの脆弱性」「家族の負因」「共生のモ
デリング」「セクシャリティ」のモデリング
を挙げ、それらは施設入所児の多くが抱えて
いる問題と指摘している。加害児童の特徴と
施設入所児の特徴とはあまり区別できない
という事であり、今回の調査でも多くの特徴
がいずれの当事者にも当てはまっていた。と
はいえ、加害児童のみ「他児、職員への日常
的な他児への暴言・暴力」、「衝動性高い」「支
配性強い」が高くなっていたという結果につ
いては注目してよいと思われる。 
最後に、2009 年度調査で課題となっていた 

数値の正確性について、一致の程度を確認す
る項目を設けたことで正確性を担保でき、約
9 割が高い一致の程度を示していたことから
も、得られた結果が施設の性的問題の実態を
一定程度反映したものという事ができると
思われる。 
 
(2)2009 年度調査と 2015 年度調査との比較 
 2009年度調査と2015年度調査の比較から、
性的問題の特徴については違いが見られる
もの、みられないものがあったが、職員の対
応については違いが窺えた。 
 図 1は当事者の年齢分布、図２は性的問題
の内容を比較したものである。被害児童の年
齢平均が 2015 年度では 2009 年度に比べ 2歳
高くなっていること、加害児童においては
2015 年度には就学前の児童が一定数みられ
ている点では違いがみられるが、平均年齢は
加害児童では 11 歳程度で被害児童に比べて
高くなっている点では共通している。また、
性的問題については、プライベートゾーンを
触る、他児の衣服を脱がすなどが共通して高
い件数を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に、施設側の対応として、発覚の経緯、お
よび実施された取り組みの比較を示す。（図 3、
図 4） 
発覚の経緯には職員によって発見される

比率が高くなり、加害発覚後実施された取り
組みで「性教育」がケースワーク的取り組み
よりも早く登場するようになった。これらは、
施設職員が性的問題について 2009 年度の時
点に比べ理解が進み、対応がスピーディーに
行えるようになってきたことを示している
と思われた。 
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